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野鳥における高病原性鳥インフルエンザウイルス 

保有状況調査の実施について 

 

このことについて、平成 23 年９月 29 日付け環自野発第 110929002 号をもっ

て、環境省自然環境局野生生物課長から別添写しのとおり通知がありました。 

このたびの通知は、環境省では、平成 20 年度に作成し、本年９月に改訂を行

った｢野鳥における高病原性鳥インフルエンザに係る対応技術マニュアル｣に基

づき、本年度についても、本格的に渡り鳥の飛来が始まる 10 月より、野鳥にお

けるサーベイランスを進めることとしており、今般、別紙のとおり、各都道府

県に対して通知したので、本会に対しても、了知の上、円滑な高病原性鳥イン

フルエンザウイルス保有状況調査の実施について協力を依頼されたものです。 

貴会関係者へ周知していただきたくお知らせいたします。 

 

記 

 

｢野鳥における高病原性鳥インフルエンザに係る対応技術マニュアル｣ 

URL:    http://www.env.go.jp/nature/dobutsu/bird_flu/manual/pref_0809.html 

 

本件内容の問合せ先 

 日本獣医師会事業担当 長野

 TEL  03－3475－1601 
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